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約
２
ヶ
月
半
休
校

に
な
っ
て
い
た
義

務
教
育
課
程
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
べ
く
対
応
と
、
中

学
生
の
部
活
動
で
は
、
３

年
生
を
ど
の
よ
う
に
引
退

へ
導
い
て
い
く
の
か
、
ま

た
今
年
度
限
定
で
の
２
学

期
制
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
　
臨
時

休
業
に
よ
り
減
っ

た
授
業
時
間
数
は
、
夏
休

み
期
間
を
短
縮
し
、
今
年

度
は
８
月
１
日
か
ら
16
日

ま
で
の
16
日
間
と
し
、
さ

ら
に
11
月
13
日
の
県
民
の

日
も
授
業
日
と
し
ま
す
。

　
中
学
校
3
年
生
、
義
務

教
育
学
校
9
年
生
の
部
活

動
の
終
了
日
を
7
月
24
日

小
中
学
校
教
育
の
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
に

飯島洋省 議員

菊池伸浩 議員

頃
と
し
て
お
り
、
代
替
の

大
会
の
開
催
を
現
在
協
議

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

感
染
症
に
対
す
る
不
安
や

心
配
を
す
る
生
徒
や
保
護

者
も
お
り
、大
会
参
加
は
、

承
諾
を
得
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
学
習
の
ス
タ
ー

ト
の
遅
れ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
単
元
の
実
施
状

況
や
評
価
の
時
期
に
つ
い

て
、
従
来
の
3
学
期
制
は

困
難
と
判
断
し
、
前
期
を

4
月
1
日
か
ら
10
月
18

日
、
後
期
を
10
月
19
日
か

ら
翌
年
3
月
31
日
ま
で
の

2
学
期
制
を
導
入
し
、
保

護
者
に
通
知
し
ま
し
た
。

桜
川
・
谷
部
沢
川

の
具
体
的
改
修
対

策
の
手
段

昨
年
、
氾
濫
決

壊
し
た
桜
川
の
改

修
や
、
本
木
地
区
谷
部
沢

川
の
土
砂
浚
せ
つ
に
よ
る

機
能
回
復
と
い
っ
た
緊
急

を
要
す
る
事
案
に
つ
い
て
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の

補
助
事
業
を
活
用
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
可
能

か
伺
う
。建

設
部
長
桜
川

の
河
川
改
修
は
、

県
の
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
に
も
、
実
施
す
べ
き

個
別
事
業
と
し
て
明
確
化
、

予
算
の
重
点
配
分
化
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
本
市
の

計
画
で
も
実
施
す
べ
き
個

別
施
策
と
位
置
づ
け
、
一

層
の
重
点
化
が
図
ら
れ
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　
谷
部
沢
川
の
土
砂
対
策

は
、
新
た
に
制
度
創
設
さ

れ
た
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

債
を
活
用
し
て
対
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
少
子
化
対
策
に
お
け
る
出

産
お
祝
金
の
恒
久
化
と
増

額
に
つ
い
て

・
今
年
度
大
和
駅
清
掃
管
理

の
状
況
と
そ
こ
か
ら
の
課

題
に
つ
い
て

日
本
は
先
進
国
の

中
で
、
P
C
R
検

査
体
制
が
一
番
遅
れ
て
い

る
国
で
す
。
筑
西
・
下
妻

医
療
圏
で
は
、
や
っ
と
5

月
下
旬
に
な
っ
て
検
査
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、

桜
川
市
民
は
3
人
し
か
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
対

策
の
遅
れ
が
心
配
で
す
。

第
2
波
、
第
3
波
の
来
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。今

、
筑
西
・
下
妻
医
療

圏
に
は
、
P
C
R
検
査

が
で
き
る
施
設
は
い
く
つ
、

1
日
に
何
人
調
べ
ら
れ
る

状
況
な
の
か
、
ま
た
、
検

査
を
受
け
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
が
必
要
な

の
か
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

検
査
場
所
は
非
公
表
で
す

が
、
そ
の
理
由
を
伺
い
ま

す
。

　
こ
の
質
問
の
最
後
に
、

第
2
次
、
第
3
次
感
染

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
現
場

の
医
師
任
せ
に
な
っ
て
い

る
国
の
方
針
を
全
面
的
に

方
針
転
換
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
5

月
に
、
全
国
18
知
事
か

ら
、「
症
状
が
出
た
人
に

受
動
的
に
検
査
を
行
な
う

の
で
は
な
く
、
全
て
の
接

触
者
に
速
や
か
な
検
査
を

す
る
。
医
療
従
事
者
な
ど

関
係
者
も
優
先
的
に
検
査

を
行
な
う
」
と
い
う
緊
急

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
な
提
言
と
考
え

て
い
る
の
で
す
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長

P
C
R
検
査
場

所
は
2
カ
所
で
す
。
1
つ

は
、
感
染
症
指
定
医
療

機
関
で
す
。
も
う
1
つ
は
、

筑
西
市
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
医
療
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

桜
川
市
も
運
営
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
1
日
の
検
査

数
は
15
人
で
す
。
場
所
が

非
公
表
の
理
由
は
、
住
民

の
集
中
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

県
で
は
、
1
日
３
０
０
人

か
ら
６
０
０
人
に
増
や
す

た
め
に
、
体
制
強
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
18
知
事
に
よ
る
緊
急
提

言
は
、
県
の
大
井
川
知
事

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
妊
婦
へ
の
検
査
、

唾
液
に
よ
る
検
査
等
を
強

力
に
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
、
市
と
し
て
も
大
変

期
待
し
て
い
ま
す
。

７人の議員が一般質問を行いました

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

遅
れ
つ
い
て
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今
後
想
定
さ
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
第
２
波
に
つ
い
て
、

予
防
と
発
生
時
の
対
応
に

関
し
て
、
市
の
取
り
組
み

を
伺
う
。保

健
福
祉
部
長
　

今
後
、
第
２
波
が

到
来
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

感
染
予
防
及
び
拡
大
防
止

に
万
全
の
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
感
染
防
止
の

対
策
と
し
て
は
、
政
府
が

作
成
し
た
新
し
い
生
活
様

式
の
定
着
の
啓
発
に
向
け
、

適
宜
必
要
な
情
報
を
分
か

り
や
す
く
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
検
査
・
医
療
体
制
に
つ

新
型
コ
ロ
ナ
第
２
波

へ
の
対
応軽部　徹 議員

い
て
は
、
真
壁
医
師
会
に

よ
る
巡
回
診
療
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
へ
の
運
営
協

力
、
さ
く
ら
が
わ
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
発

熱
外
来
と
の
連
携
な
ど
に

よ
り
、
医
療
崩
壊
を
起
こ

す
こ
と
の
な
い
、
体
制
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
は
、
各
課
の
業
務
の
優

先
度
を
定
め
、
市
民
の
生

活
に
、
必
要
最
低
限
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
対
応
で
き

る
よ
う
、
業
務
継
続
計
画

を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
対
策
で
、

様
々
な
企
業
が
テ
レ
ワ
ー

ク
や
時
差
出
勤
な
ど
を
実

施
し
た
。
こ
の
よ
う
な
働

き
方
の
改
革
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
と
し
て
も
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
般
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
市
役
所

に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
な

ど
の
対
応
、
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後

の
対
策
を
伺
う
。

市
長
公
室
長
　
桜

川
市
で
は
、
振
替

出
勤
、
時
差
出
勤
、
分
散

勤
務
、
2
班
体
制
に
よ
る

在
宅
勤
務
を
5
月
7
日
か

ら
5
月
24
日
の
期
間
に
実

施
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、情
報
セ
キ
ュ
リ
ティ

シ
ス
テ
ム
の
関
係
で
、
在

宅
で
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う
こ

と
が
で
き
ず
、
テ
レ
ワ
ー

ク
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
報
道
で
は
、
茨
城
県

は
、
１
日
平
均
28
・
4
％

の
職
員
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を

し
た
と
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
県
内
民
間
企
業
で
も
、

38
・
3
％
の
企
業
が
実
施

し
た
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
可
能
な
環
境
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
現
在
、
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

武井久司 議員

２
０
２
１
年
4
月

に
羽
黒
小
学
校
と

猿
田
小
学
校
が
統
合
さ
れ

る
予
定
で
す
。
統
合
準
備

委
員
会
を
設
立
し
、
保
護

者
や
地
域
の
方
々
と
、
統

合
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
跡
地
活

用
と
い
う
新
た
な
課
題
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
猿
田

小
学
校
区
は
、
自
然
環
境

に
も
恵
ま
れ
、
施
設
も
整

備
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
も
近
く
、
地
域
貢
献

が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
跡
地

利
用
は
、
公
共
施

設
跡
地
等
利
用
基
本
方
針

に
沿
っ
た
行
政
需
要
、
市

民
ニ
ー
ズ
、
地
域
へ
の
配

慮
、
民
間
活
用
、
財
政
健

全
化
を
視
野
に
入
れ
て
考

え
て
い
ま
す
。
猿
田
小
学

校
は
、
建
物
の
状
態
は
良

く
B
ラ
ン
ク
の
状
態
で

す
。
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
も
低
く
抑
え
ら
れ
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。
以
上

の
こ
と
を
考
慮
し
、
跡
地

へ
の
移
設
可
能
な
も
の
の

調
査
、
文
科
省
や
県
の
跡

地
利
用
実
績
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
現
在
の
立
地

条
件
を
考
慮
し
活
用
を
検

討
し
ま
す
。

避
難
場
所
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対

応
に
つ
い
て

緊
急
事
態
宣
言
が

解
除
さ
れ
、
移
動

の
自
粛
も
緩
和
さ
れ
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
第
２
波
が
懸
念
さ
れ

て
ま
す
。
自
然
災
害
が
発

生
し
、
余
儀
な
く
避
難
す

る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し

た
場
合
、
３
密
（
密
集
・

密
接
・
密
閉
）
の
中
で
の

集
団
生
活
に
よ
る
感
染
症

の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

避
難
場
所
の
対
策
・
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長
　
災
害

発
生
時
に
は
、
避

難
所
の
収
容
人
数
を
考
慮

し
、
通
常
時
の
50
％
に
抑

え
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

16
ヶ
所
、
指
定
避
難
所

３
ヶ
所
の
開
設
を
想
定
し

ま
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
と
し
て
、

家
族
単
位
と
し
た
、
テ
ン

ト
型
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、

通
路
の
確
保
、
人
と
人
の

距
離
の
確
保
等
、
適
切
な

対
策
・
対
応
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
老
朽
化
し
た
教
育
施
設
・

公
共
施
設
の
改
修
に
つ
い

て
・
教
育
施
設
・
公
共
施
設
の

洋
式
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ

い
て

小
学
校
の
統
廃
合
と
跡
地

利
用
に
つ
い
て




